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国際金融機能誘致「TEAM FUKUOKA」

2021 年 11 月度総会

チ ー ム 　 フ ク オ カ

チーム発足以来誘致企業は 10 社に

国際金融機能誘致に向けた推進組織「TEAM FUKUOKA」の事務局を FDC が担っています。外資系企業やフィ
ンテックなどを集積させることで地域経済を活性化させるとともに、イノベーションを継続的に創出する国
際都市を目指した活動を加速させています。

2021 年 4 月と 11 月、TEAM FUKUOKA 総会を開催しました。
チームメンバーの積極的な誘致によって誘致企業数は計 10 社に及ぶことが報告されるなど、「TEAM 
FUKUOKA」発足以来着実な成果が生まれています。11 月の総会では、倉富純男九州経済連合会会長を新会
長に選出。また進出企業の業種や地域に広がりが出てきている点などこれまでの成果をふまえ、今後は九州
全体を見据えた活動としていくことを決定しました。

2022 年 1 月　福岡市が国際金融機能誘致に向けたフォーラムを開催
国際金融機能誘致に対する地場企業関係者や市民の理解を深め、取り組みをさらに加速することを目的に、
福岡市が「国際金融機能の誘致に向けたフォーラム」を開催。FDC も共催団体として開催を支えました。
キーノートスピーチにおいて、岡澤恭彌福岡市国際金融アンバサダーが『ファンドとは社会課題を解決する
ツールである』とのテーマで講演。「この 30 年間成長できなかった日本において、今求められるのは無形
資産への投資など企業に寄り添いながら成長に導くファンドの機能だ。この機能を活用し新たな資金循環を
もたらすことで成長を加速させ、下方屈曲する日本の経済を立て直していける。TEAM FUKUOKA はそのよ
うな国際金融都市機能を目指すべき」と強調されました。
続くトップリーダーズセッションでは、石丸修平事務局長がモデレーターを務め、倉富純男九州経済連合会
会長、池辺和弘九州電力代表取締役、髙島宗一郎福岡市長が加わり「福岡が目指す国際金融都市」について
議論しました。
倉富会長は「九州が成長し福岡・九州から日本を動かすためにも、ファンドを含めた国際金融機能は必要だ。
国際金融機能誘致の実現により、九州の様々な企業が世界に向かってはばたくことができる」と発言されま
した。
池辺代表取締役は「100 年後の世代に向けた成長の種をまかなければならない。国際金融機能はまさにそ
の種だ。今、サプライチェーンを含めカーボンゼロが最も重要な課題であり、気候変動にしっかり対応して
いくと宣言することが国際金融機能誘致につながっていく」と強調されました。
さらに髙島市長は「継続的にイノベーションを生みだし、新陳代謝を常に起こす福岡の成長ビジョンにとっ
てファンドは必要とされる機能。リスクを取ってチャレンジしていく風土を作りたい」と語られるなど、活
発な議論が交わされました。
セッションを通じて石丸事務局長は「ファンドというキーワードのもと、機能を担うプレーヤーを獲得し、
リスクを取りながら次の成長に繋げていくことが大事だ。加えて気候変動への取り組みにおいて世界の先進
地域となるポテンシャルを秘めている福岡・九州が、国際金融の分野で中心的役割を担うことが求められる。
国際金融機能誘致によって無形資産への投資が促進され、スタートアップチャレンジが勃興するなど、地域
経済のアップデートや活性化に結び付けていかなければならない」と語り、議論をまとめました。

コンソーシアム
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未上場企業と世界中の投資家を結び付けるプラットフォームを運営

プログラムで株の売買を行う国内唯一の高速取引行為者

世界最先端のインターナショナルな STEAM 教育スクール

ASEAN や南アジアをカバーエリアとする国際弁護士事務所

ブロックチェーン開発

トラックファンドの運用

グローバルコンサルティングファーム

日本・アジアにおけるレンタルオフィス事業

金融やハイテク業界などの顧客を支援する BPO 企業 国際金融機能誘致に向けたフォーラム開催の様子
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「CALLING Vol.3」
の会場の様子

スタートアップ・エコシステムの形成においては福岡市内だけに留
まらない広域連携が必要であり、県内周辺自治体である飯塚市のス
タートアップの相談支援や福岡市内企業への紹介、福岡県内及び九
州内の大学や団体のコンソーシアム入会も進めました。
2021 年 8 月にはソーシャル型オンライン経済メディア NewsPicks
のイベントを福岡に誘致し、福岡ならではのスタートアップ・エコ
システムを考えるヒントにするべく、福岡のキーパーソンや福岡外
のビジネスパーソンによる福岡における新たな時代、新たな都市を
議論する機会となりました。
同年 9 月には内閣府による福岡のスタートアップ・エコシステムに
関するサイトビジットをオンラインで開催しました。福岡スタート
アップ・コンソーシアムの幹事会メンバーである福岡市、FGN、九州大学、FDC による取り組みの紹介と 5
社のスタートアップによるピッチ、スタートアップと内閣府の方による意見交換会が行われました。
2022 年 3 月にはコンソーシアムメンバーの FGN が㈱みずほ銀行と連携し、スタートアップのイベント

「CALLING Vol.3」を開催しました。当日は研究開発型スタートアップトークセッション、投資家トークセッ
ション、ポスト IPO・スタートアップトークセッション、そして多地域のスタートアップによるピッチセッ
ションといった、様々なスタートアップを対象とした豪華なセッションが行われました。イベントはハイブ
リッドで行われましたが、当日オンサイトの会場ではイベント終了後にリアルのネットワーキングもあり、
新型コロナウイルス感染症に配慮した人数制限の中でしたが、セッション後の交流は非常に盛り上がりを見
せました。
また、このイベントのプレイベントとして 『FOR CALLING』を 1 週間前にオンラインで開催しました。『FOR 
CALLING』は、2021 年 8 月に福岡でイベントを開催した NewsPicks による企画で、FGN と福岡スタートアッ
プ・コンソーシアム事務局である FDC による「CALLING Vol.3」の見どころ紹介や、金融庁による大企業人
材の福岡流入についてのディスカッションを実施しました。本イベントは「CALLING Vol.3」の集客にも繋
がり、また単体イベントとしても興味深い内容となりました。　
コンソーシアム設立から２年度目となる 2021 年は、幹事会メンバーの情報共有の基盤作りから他組織との
合同イベント開催まで、福岡ならではのスタートアップ・エコシステムの形成に向けて、新たな第一歩とな
る 1 年となりました。

福岡スタートアップエコシステムコンソーシアムについて

福岡市だけに留まらない広域連携の実現
福岡スタートアップ・コンソーシアムは、産業界、スタートアップコミュニティ、大学・研究関係、オブザー
バーを含む 60 以上の団体から構成されるコンソーシアムであり、2020 年 7 月には、福岡市が内閣府のスター
トアップ・エコシステム拠点形成戦略に係るスタートアップ拠点都市形成事業の「グローバル拠点都市」に
選定されました。幹事会メンバーは、福岡市、九州経済連合会、九州大学、Fukuoka Growth Next（FGN）、
福岡商工会議所、明星和楽実行委員会の 6 団体で、FDC が事務局を担当しています。2 年度目となる 2021
年には幹事会メンバーにて本コンソーシアムのビジョン策定を行い、連携力強化のための情報共有環境の整
備をしました。特に福岡市とはより連携力を高め、内閣府が提供するワーキンググループへの参加・情報共
有、アクセラレーションプログラムのスタートアップ推薦など一丸となって取り組みました。

福岡スタートアップ・コンソーシアム
福岡ならではのスタートアップ・エコシステム形成へ

コンソーシアム

エコシステム拠点都市のイメージ
出典：内閣府 文部科学省 経済産
業省『Beyond Limits. Unlock Our 
Potential. ～世界に伍するスター
トアップ・エコシステム拠点形成
戦略～』より
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飯塚市は、① 2 つの理工系大学が立地しブロックチェーン及びその要素技術を専門としている学識者が多
い②大学の OB を中心に、ブロックチェーンに精通し既に実績を有している市内企業や技術者が多数存在し
ている、といった優位性を活かし、ブロックチェーン技術を新産業の中核を担う先端技術と位置づけ、ブロッ
クチェーンストリート構想を始め産学連携による様々な取り組みを進めています。
同市はこの取り組みを強化しブロックチェーン産業の創出やデジタルに対応した人材育成などを通じたブ
ロックチェーン技術を活用したまちづくり『ブロックチェーン技術を活用した新たな価値の創出による市
民生活の向上』を実現するため、FDC の支援のもと昨年９月に新産業創出産学官連携協議会を設置し、FDC
石丸修平事務局長が協議会会長に就任しました。
特に、① FDC が事務局を務める福岡スタートアップ・コンソーシアムが進めるスタートアップエコシス
テム拠点形成において飯塚市とも連携していくと明記したこと②同じく FDC が事務局を務める国際金
融機能誘致「TEAM FUKUOKA」の目指す方向として「フィンテック」を位置付けたこと③また「TEAM　
FUKUOKA」において示された「フィンテック」に関し、福岡県服部誠太郎知事が飯塚におけるブロックチェー
ンの集積に言及したこと、などが協議会の設立を後押しする要因となりました。
また、同協議会が 2022 年 4 月に策定する「飯塚市産学官産業共創ビジョン ( 仮称 )」についても FDC が支
援を行っています。

飯塚市ブロックチェーン推進
飯塚市新産業創出産学官連携協議会によるビジョン策定を FDC が支援

「 飯 塚 市 ブ ロ ッ ク
チェーン推進宣言」
発表の様子

コンソーシアム

このように、ブロックチェーン技術を活用したまちづくりを進める飯塚市は 2021 年 11 月『飯塚の産学官
による「飯塚市ブロックチェーン推進宣言」』を発出しました。
宣言は、①飯塚市が情報産業都市として培った IT 企業や研究者の集積などの強みがある②コロナ禍による
拠点分散ニーズのもと、福岡・九州・全国の「集中から分散へ」の流れを受け止めることができる③国際金
融機能誘致における重点的誘致業種「フィンテック」誘致の核となり得る、といった点を最大限に活用し、
産学官が連携してブロックチェーンを推進していくことを謳っています。
飯塚市片峯誠市長は、「日本を支えた石炭のまちが半世紀の時を超えて、日本を支えるブロックチェーンの
まちとして進化し、飯塚から世界へ発信し、福岡、九州ひいては日本の発展に貢献することを目指す」と力
強く宣言。飯塚市商工会議所会頭 / 九州経済連合会名誉会長の麻生泰氏からも市の取り組みへの期待が寄せ
られ、また、福岡県服部誠太郎知事は、「飯塚市でのブロックチェーン企業の集積・拠点化が加速していく
よう、取り組んでいきたい」とメッセージを述べられました。
宣言の発出を受け、新産業創出産学官連携協議会 石丸修平会長は、ブロックチェーン技術を活用し、今後「ま
ちづくり」「産業形成」「人材育成」の３つの分野で取り組みを進めることを目的として、飯塚市内の企業や
大学、福岡県や飯塚市が参画し、事務局を FDC が担う FBA（フクオカ・ブロックチェーン・アライアンス）
の設立を発表しました。
飯塚市では、住民票をスマートフォンにダウンロードする全国初となる実証実験の実施や、輸出におけるト
レーサビリティーシステムの実装に向け福岡県産のぶどうを使った福岡～香港間での実証実験など、ブロッ
クチェーン技術を活用した先進的な取り組みが進められており、FBA はこれらの動きとシナジーを生みなが
ら様々なプロジェクトを展開していく、としています。
また、これらの取り組み以外にも、九州工業大学における講義、サウナトークンの実験、といったブロック
チェーン技術の発展につながる取り組みに挑戦していくことで新たな産業の創出を目指しており、FDC は
今後とも FBA の活動に対する支援を継続してまいります。

飯塚市や福岡県とともに
FBA( フクオカ・ブロックチェーン・アライアンス ) 設立

行政文書のデジタル化に向
けた実証事業で構築された
社会実験のトラストサービ
スの概要

「飯塚市産学官産業共創ビジョン（仮称）」の位置づけ

飯塚市産業振興ビジョンの流れを汲みつつ、ブロックチェーンを核とした新産業に特化した個別計画として整理
出典：飯塚市「飯塚市産学官産業共創ビジョン」より

出 典： 株 式 会 社 chaintope　
プレスリリース　『飯塚市に
て全国に先駆けて行政文書の
デジタル化社会実験を開始』
より
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2022 年 1 月 17 日、都市再生部会員、スマートシティ部会員を対象に、都市再生部会×スマートシティ部会共管
イベント「Beyond Coronavirus のまちづくり：都市の DX を考える」を開催しました。コロナ禍以降、急速に進
むデジタル化を踏まえながら、都市の DX 化について、各部会員の皆様と共に考えることを目的とし、今後のまち
づくりに向けた有識者の意見をいただきながら、今後、各部会の役割の見直しも含む FDC の方向性を議論しました。

都市再生部会×スマートシティ部会　共管イベント

～ Beyond Coronavirus のまちづくり：都市の DX を考える～

開催日時：2022 年 1 月 17 日（月）15:00 〜 18:00
開催方法：完全オンライン　（Zoom ウェビナー・YouTube）

実施プログラム
　開会挨拶　　　　　　　　坂井　猛　　　　福岡地域戦略推進協議会　都市再生部会長　
　基調講演　　　　　　　　「都市における DX:AI とビックデータの可能性」　
　　　　　　　　　　　　　吉村　有司氏　　東京大学　先端科学技術研究センター　特任准教授
　情報共有　　　　　　　　「スマートシティに関する現在の政府の動き、国内でのスマートシティ事例共有」
　　　　　　　　　　　　　東　　博暢氏　　大阪府立大学　研究推進機構　特認教授
　パネルディスカッション　「福岡が目指すスマートシティプランニング～まちづくりと ICT などの新技術をどう同期するか～」
　　　　　　　　　　　　　東　　博暢氏　　大阪府立大学　研究推進機構　特認教授
　　　　　　　　　　　　　黒瀬　武史氏　　九州大学大学院　人間環境学研究院　教授
　　　　　　　　　　　　　前田　真　　　　福岡地域戦略推進協議会　事務局次長（モデレーター）
　事務局長よりコメント　　石丸　修平　　　福岡地域戦略推進協議会　事務局長　　
　閉会挨拶　　　　　　　　荒牧　敬次　　　福岡地域戦略推進協議会　スマートシティ部会長　

参加対象者：都市再生部会員、スマートシティ部会員
参加者数：122 名（Zoom：77 名、YouTube：45 名）

開会挨拶
まちづくりは、Society5.0 の舞台
開催にあたり、坂井猛都市再生部会長は、

「まちづくりは、デジタル技術によって
支えられる、Society5.0 の舞台、入れ物
としての都市像、スマートシティをいか
に先取りして、実際にどのように作り上
げていくのか問われています。こうした
背景や、前回の福岡都心再生サミットで

の議論を踏まえ、本日は、スマート技術
を用いたまちづくりに対する議論ができ
たらと思います」と述べました。

基調講演
「都市における DX : AI とビックデータの可能性」

イントロダクション
まず最初に僕が主張したいのは、テクノロ
ジーをふりかざすことがスマートシティで
はないということです。人間の想像力と創
造力、そしてそれらに基づいた知恵。それ
らを活かしながら、いかに市民生活の質を
向上させていくかということがスマートシ
ティの肝だと思っています。みんなでまち
をつくっていく、良くしていく、そして
育てていく、これが僕の考えるスマートシ
ティです。今日は、このようなボトムアッ
プ型のスマートシティ、市民参加型のス
マートシティ、さらには共創型のスマート
シティとはどんなことなのかということを
お話できればと思っています。

バルセロナのスーパーブロッ
クプロジェクト（歩行者空間化）

現在、バルセロナでは大規模な歩行者空
間化が進んでいます。今後数年で都市全
体の 60％以上の街路をすべて歩行者空
間にするというのが、スーパーブロック
といわれる歩行者空間化のプロジェク
トです。さらに、バルセロナ市役所が
オープンソースで作った「熟議を促すデ
ジタルプラットフォーム」：デシディム

（Decidim）を用いながら、多様な市民
の意見を集め、その意見を政策に反映さ
せ、市民参加型でおこなっています。で
は、このようなデータを用いたまちづく
りが、なぜ可能になったのかを少しお話

させていただきたいと思います。

バルセロナ市役所には、日本でいうデジ
タル庁にあたるバルセロナ情報局（IMI）
という機関があり、ここがいまから 55
年前、1967 年に創設されています。ま
た、IMI に勤めている職員の数は約 260

人ほどで、年間予算は日本円で約 100
億円、これはバルセロナ市の年間予算の
3.41％を占めています。この数字こそ、
バルセロナ市役所が「いかにテクノロ
ジーに希望や夢を見出しているのか」の
動かない証拠だと思います。世界のトッ
プ都市、トッププレイヤーというのは、
これぐらいの予算規模で ICT に希望を見
出しているのです。

歩行者空間化の手法論：感情で
はなく、科学的なアプローチ
つぎに、歩行者空間の手法論というお話
をさせていただきます。いま日本でも

「ウォーカブルな空間」や歩行者空間化と
いった政策を様々な自治体が取り組んで
いるのですが、これまでの歩行者空間の
方法論は大体「気持ちがよさそうだから」

「僕・私が好きだから」といったような感
情論や体験論で進められる場合が多かっ
たのではないかと思います。そうではな
く、もう少し科学的なアプローチはあり
えないかとずっと考えておりました。

歩行者空間化においては、都市構造を解
析した上で都市全体を把握し「どこを歩

行者空間にした方が良いのか」もしくは
「しない方が良いのか」を決めた方が良
いということが最近わかってきました。
まずは現状を把握する必要性がある。そ
のうえで例えばオープンストリートマッ
プ（OSM）などを使うと、都市全域で
の歩行者空間の分布と時系列の変遷を理
解することができます。我々が開発した
このような技術は、今後の都市計画やま
ちづくりにおける基礎技術になっていく
と思います。

また、歩行者空間化の効果はどうだった
のか？という問いに対しても、一つ大き
な結果が出ました。ビッグデータを用い
て、経済的な効果を検証したのですが、
結論だけ申し上げると、歩行者空間化に
すると、そこに立地する小売店・飲食店
の売上は向上するという結果が出まし
た。この結果により、歩行者空間化によ
る経済的な効果は一定程度示すことがで
きたと思います。その一方で、歩行者空
間化によって、そこに住んでる人々は幸
せになったのかという問いにはまだ答え
られていません。

ウェルビーイングを踏まえた
まちづくりへの可能性
この問いに答えるため「個と場の共創的
ウェルビーイング」という視点で京都大
学の内田由紀子先生のチーム、奈良先端
科学技術大学の荒牧英治先生のチームと
共に、都市というフィールドを用いなが
ら、個人だけの幸せではなく、個人がた
くさん集まった場として、どのような場
を作っていくと、みんなが幸せになるの
かという研究を始めております。

そうすると、歩行者空間化によって、果
たしてそこに住んでいる人々が本当に幸
せになったのか、もしくは幸せになれる
のか、さらには幸せになれる都市や空間
とはどのようなものなのか、どういうデ
ザインをしていったらみんなが幸せにな
れるのかということも明らかにできると
思っております。そうすると、これまで
の都市の作り方、街の作り方などが劇的
に、そして根本的に変わる可能性がある
と思っております。

情報共有
「スマートシティに関する現在の政府の動き、
国内でのスマートシティ事例共有」

イントロダクション
デジタル田園都市国家構想とスマートシ
ティがどういう関係性か、今の政府の考
え方、私の理解を共有いたします。
まずこの世界は 5 年ぐらいで技術革新が
起こっていますので、まちづくり 50 年の
スパンで考えたときに、いろいろとアジャ
イルにやっていかないといけません。
ただしベースにあるのは「市民のために」
ということなので、どうやってプロセス
やガバナンスを決めていくかによってま
ちづくりのやり方が根本的に変わるとい
うことが前提となることをご理解いただ
きたいと思います。
そういう意味で、基本的にはウェルビーイ
ングだったり、取り組みを推進することで
人々は幸せになりますか、ワクワクする未
来がその地域にありますか、といった点が
一番重要な要素であり、産学官民、金融含
めて、皆さんがスマートシティに参画する
中、企業収益の視点を前面に出していては
全く進まなくなってしまうので、オープン
イノベーションでやっていきましょうとい
う認識の共有が大切になります。

デジタル庁とは？デジタル田
園都市国家構想とは？
政府として、横串組織であるデジタル庁
を設け、包括的にデータ戦略を策定しつ
つ司令塔として国・地方公共団体・事業
者のデジタル化の取り組みを牽引する。
デジタルの力で、誰ひとり取り残さない
万人が使えるようなサービスをどう作る
かという検討を進めています。
最終的にデジタル庁が考えているのは、
データが繋がることで価値を創り出すと
いうことです。そのためには、分野間の
データ連携が必要となります。

岸田総理の所信表明に、「これから地方
を活性化し、世界と繋がるデジタル田園
都市国家構想を目指します」とあるよう
に、政府は地方からデジタル実装を進め
る計画です。
ただし、地方の課題を解決するためのデ
ジタル実装と言っても、何でもかんでも
技術を地方から使うという意味ではあり
ません。今まで考えられてきたスマート
シティの政策が、ストラクチャーを変え
て、デジタル田園都市国家構想になって

きているということです。
ただし、そこに産業政策とか安全保障政
策なども盛り込まれているので、スマー
トシティよりカバーしている範囲が広い
ですけれども、スマートシティはそれに
包含されると思っていただければよいと
思います。

新しいビジネスモデル「共助」
とは？

その地域で力を入れている領域、政策か
ら柱を立てて、まずはそこから取り組み
はじめ、それぞれ連携していくことで少
しずつ守備範囲を広げ、最終的には課題
全般に広げていくという進め方を想定し
ており、そこに至るには様々なアプロー

坂井　猛　都市再生部会長　

吉村 有司氏　東京大学 先端科学技術研究センター 特任准教授

東　博暢氏　 大阪府立大学　研究推進機構　特認教授
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チがあると構想には謳われています。
そのプロセスとして、これからのガバ
ナンスは自助・共助・公助ということで、
共助の部分に関してどうやって協調領
域を探していくのか、場合によっては、
協調的にデータをどのように活用して
いくのかといった議論が、今デジタル
庁の中で整理されてきています。

デジタル田園都市国家構想の
成功のカギ

デジタル田園都市国家構想に記されたア
プローチは「暮らしからの変革」、「都市
空間からの変革」、「産業からの変革」、「大
学からの変革」と多様です。様々なアプ
ローチが各地域で行われ、併せてデジタ
ル田園都市の基盤を作って、アジャイル
でやっていき、将来的には、データが溜
まっていき、最終的にウェルビーイング
というゴールにたどり着くというイメー
ジです。
ウェルビーイングというダッシュボード

で評価するのです。そのための客観的な
データを取れるようにしつつ、一方で主
観的な指標も作っていきましょうという
ことを盛り込んだ政策をまさに今デジタ
ル庁がまとめているという段階です。

イノベーション /産業政策と
してどうみるか？

今、デジタル田園都市国家構想とスマー
トシティが入り組みながら進んでるので
すが、もう一つ、イノベーションとか産
業政策としてスマートシティをどう見る
かという観点があります。実験場として
機能するとともに、都市がまるごとイン
キュベーター的な役割を果たし、イノ
ベーションが生まれる仕組みをつくり課
題解決に繋げていくことができれば、社
会実装に繋がり、エコシステムも形成さ
れていくだろうと思います。エコシステ
ムを中心にどうやって地域を発展させて
いくのかが大事です。そのため、私は、
スタートアップ政策とスマートシティ政

策は一体的にやるべきだろうということ
を、ある程度の規模の政令市ではよく
言っています。

他地域の事例について

浜松市では、交付金をリスクマネーとし
て活用し、産業政策とスマートシティ政
策を同時に進める形をとっています。「浜
松市ファンドサポート事業」といった特
徴的な取り組みで、民間リスクマネーを
呼び込むような産業施策をやりながら、
スタートアップの集積を図り、街まるご
とインキュベーター的にまわしていま
す。
加賀市では、地域課題解決のために、ス
マートシティの推進計画を作り、併せて
理念や宣言、原則を作りながら、市民の
方々を巻き込んでいます。データの扱い
方の基本方針なども決めながら、プライ
バシー問題に対しても、市民に安心して
いただくという形で、基本的なまちづく
りをアジャイルに進めています。

パネルディスカッション
「福岡が目指すスマートシティプランニング
～まちづくりと ICT などの新技術をどう同期するか～」

まず現状把握として、「日本が抱え
るまちづくり×データ利活用」にお
けるポテンシャルについてどうお考
えですか。

私からは 3 点あります。①データ
連携により、「市民の困り事」や「様々
な条件が重なり厳しい状況に置かれ
た市民の状況」を把握でき、特に行
政や公共に近いサービスの質を向上
できること②その結果として「サー
ビスの多様化を支える」もしくは「多
様な方々の生き方とそのウェルビー
イングを支える」こと。その中でも
特に、モビリティ分野は重要③ナウ
キャストで街の状況を捉え変化させ
ていけること、その変化のスピード
が上がることで、都心部にダイナ
ミックな魅力を付加できること、だ
と考えています。

それぞれの地域で何が問題かといっ
たところを軸にすると、住民の合意
も得やすくなります。地域の真の問
題に対しまずは集中特化して取り組
むかことが大切です。それを通じ、
デジタル化によって地域が良くなっ
たといった成功事例を一つでも作れ
ることができれば、その後、様々な

領域で取り組み自体が広がると思っ
ています。

アプローチ含め、決め事をしていか
ないといけない、そして成功体験・
事例を増やしみんなの共感を得る必
要性を感じます。
次に、「日本が抱えるまちづくり×
データ利活用」におけるボトルネッ
クについてどうお考えですか。

日本は、重要なデータの多くを民間
企業が持つ点が特徴だと思います。
各企業が保有するデータを活用し、
新たに自社の優位性を高めるビジネ
スをしようと考えている中で、本当
に根幹的なデータを出してくれる
か、データをオープン化することで
自社の損失があるんじゃないかとい
う懸念をどう払拭できる
かという点が課題だと思
います。

ボトルネックを考えると
きに出てくるのはだいた
いデータの話とお金の話
です。特に、個人情報の
問題、プライバシーの問
題などが持ち出され水掛

け論が起こってると、一切進まなく
なってしまいます。ただし、もし問
題が起こった時に対応方法の手順と
か、ガバナンス、組織としての対応、
ルールを決めておくと、結構皆さん
安心していただけます。

ボトルネックの部分は、一般的に言
われる、プライバシー、個人情報の
問題が妨げとなり、進行ペースを鈍
化させてしまうので、しっかりと配
慮をする必要があると思ってます。
さて、福岡、こと福岡都市圏が目指
すべきスマートシティとか都市 DX
はどういうものでしょうか。

まず、日本全国共通でオープンデー
タをどんどん進めてくださいと話し
ています。

黒瀬
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東
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東

前田

黒瀬

東

地方公共団体でできることやデータ
の整備、持ってるデータなどをどう
整理しオープンにするか、といった
ことは引き続き取り組まなければな
りません。そして、福岡の特徴でい
うと、若い人が多く人口も増えてい
て、おまけに女性も多い。例えば、
子育て・母子系の問題など今後課題
になってくると思います。
そういう問題に対し、データ連携含
め対応し、他地域にはできない「未
来」を見せてほしいと思ってます。

福岡は、人口が増えてるいまこそ貧
困や生きづらさなどの隠れた社会問
題をデジタルを使いながら早く洗い
出し対応してほしいと思います。加
えて、福岡での取り組みは九州全体
に広げられる可能性を感じます。FDC
を経由しどんどん実証実験を始め、
さらにオープンデータに関しても、
参加企業と行政がリードして公開し
ていっていただきたいと思います。

福岡都市圏でいいますと、若い住民、
やはり子育て世帯が多い点は顕著な
ところでありますので、そこに焦点
をあてるのも、福岡で取り組む意味
があると私も思います。さて、福岡
は、民間が頑張っている印象もある
のですが、それだけ頑張っているか
らこそ、をもう少ししっかりとやっ
た方がいい点など、示唆されるコメ
ントをいただけますでしょうか。

今後民間企業が様々なテクノロジー
を社会実装していく際には、比較的
狭いエリアで早く実証実験を開始
し、実験の中で課題を潰して福岡モ
デルとして九州全域に横展開してほ
しいと考えています。

私は行政も政策の予算の考え方を変
えるべきではないかという話をして
います。例えば、浜松はそうなんで
すが、投資のようにいかにレバレッ
ジを効かせるかとかお金の使い方の
機動力を高めるなどガバナンスや
ファイナンススキームを官民で知恵
を出し合えばいいと思います。その
うえで、受益者が自治体なのか民間
なのかによって、それぞれの活力を
使うやり方でいいと思います。

まちのお金の使い方を決める時に、
議会があると思います。例えば浜松
だと、どう乗り越えられたのか、教
えていただけたらと思います。

浜松市では、議員向け勉強会を行う
など、議会調整は慎重に行っていま
した。国の政策に対しても、思考整
理をしながら理解をしてもらうこと
が必要です。財政面においては、ス
タート時は難しいので、年度を跨い
だスケジュール、計画を複数パター
ン用意し取り組むことで、全員が安
心して取り組めたと思います。

最初が肝心だと思います。腹落ちす
るため、みんなで勉強しながら学ん
でいくことは大事だと思ってますし
東先生もそこら辺いろいろアドバイ
スされてるんだなと感じました。
では最後に、産学官民が意識すべき
アクション、FDC に期待すること
を含めて、コメントいただけますで
しょうか。

FDC は、重要な都市のデータを持
つ企業が多数参加している組織で
す。「FDC がやろうと言ってるから
ちょっと協力してみようよ」という
ことで、各社の取り組みも一歩前に
進めていくことが重要なのかなと
思っています。

流動性が高まっている社会の中で、
ある意味 FDC がそうだと思うんで
すけど、民間企業、自治体、アカデ
ミアというそれぞれの立場以外に、
もう一つポストを持たれたらどうで
すかと言ってきました。立場が変わ
ると全然見方変わりますから。
あとは、行政にとっては人口が増え、
消費活動が増えれば、税収も増える。
その税収で、産業政策も絡めながら、
社会増から生じるだろう社会課題の
解決に充てると面白いのではと思い
ます。

事務局長よりコメント
これまでの示唆を踏まえた FDC の決意
基調講演・情報共有・パネルディスカッ
ションでの議論を踏まえて、石丸事務局
長は、「今後はより一層『都市再生部会』
と『スマートシティ部会』の連携・協調
が必要となります。議論だけでなく、実
証実験を通じて、実装に繋げていく動き
をスピード感をもって進めていくことが
必要です。また、共助領域は従来 FDC が

フィジカルで行っていたことから、今後
のデジタル化においても、引き続き環境
を整えていきたいと思っています。最後
に、部会の立ち位置などの再構成も視野
に入れながら、新しい FDC の構築に向け、
引き続き努力してまいります」という決
意を述べました。

閉会にあたり、荒牧敬次スマートシティ
部会長は、「産学官民が、自分ごととし
て協調して、まちづくりに取り組んでい
きたいと思います。また、議論だけでな
く、実証実験を通じて、早く実装につな
げていく。そういうふうにして加速する

ことが必要なタイミングに来てると思い
ます。引き続き、そしてより強力に、こ
の両部会の皆様にもご参画、ご協力いた
だいて、これからぜひ一緒にやっていき
ましょう」と述べました。

閉会挨拶
自分ごととして協調

東　博暢氏 大阪府立大学 研究推進機構 特任教授
黒瀬 武史氏 九州大学大学院 人間環境学研究員 教授

前田真事務局次長

石丸 修平　事務局長

荒牧 敬次　スマートシティ部会長　
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登 壇 実 績
4 月 13 日

5 月 12 日

5 月 21 日

6 月 13 日

6 月 16 日

6 月 24 日

6 月 29 日

7 月 11 日

7 月 27 日

9 月 11 日

9 月 17 日

10 月 22 日

10 月 23 日

11 月 11 日

11 月 12 日

11 月 13 日

11 月 19 日

11 月 26 日

11 月 30 日

12 月 2 日

12 月 2 日

12 月 8 日

2021 年 石丸事務局長

石丸事務局長

石丸事務局長

石丸事務局長

石丸事務局長

石丸事務局長

石丸事務局長

石丸事務局長

石丸事務局長

石丸事務局長

大井事務局長補佐

石丸事務局長

前田事務局次長

前田事務局次長

前田事務局次長

石丸事務局長

石丸事務局長

石丸事務局長

石丸事務局長

石丸事務局長

D2C ＆ RETAIL SUMMIT 2021 グランド・フィナーレ

LOVE FM ラジオ番組「ケロケロ見聞録」

at.imaizumi vol.2’’ 暮らすことの今 ‘’

ロバート・ファン / アントレプレナーシップ・センターアドバイザー会議出席

九州　都市開発・建設総合展 2021

西部ガスホールディングス㈱レクチャー

ヘルシンキ×福岡 Designing Better Life - スマートシティ、スマートエネルギー 

日本スポーツ産業学会　第 30 回大会

九州大学院基幹教育院「九大生よ、ビジネスとイノベーションを学ぼう」

嶺南大学　九州オンラインインターンシップ

未来デザインフェス

まち活トーク 2021「まち活 UP のその先に」

福岡支店 開設 10 周年記念オンラインイベント

ハビタットフードフェスティバル　アシタネ Vol.1

九州フォーラム

第 27 回全国展示場連絡協議会実務担当者会議

福岡市地下鉄交通広告会セミナー

JMA GARAGE カンファレンス

福岡未来創造プラットフォーム「福岡学」

第 42 回日本公認会計士協会研究大会（福岡大会）～地域発スタートアップ企
業と躍動の未来～

D2C SUMMIT 2022 スピンオフイベント　SDGs WEEKEND IKI COLORs コラボ
＜ストーリー語り場＞売ること・買うことからわかる提供価値の意味

にっぽん D2C 応援委員会

九州大学共創学部

NTT 都市開発㈱

日本能率協会

西部ガスホールディングス㈱

日本スポーツ産業学会

Pract ica

まち活 UP なかがわ事務局

㈱パイプドビッツ

明星和楽

日本アイ・ビー・エム㈱

全国展示場連絡協議会

福岡市地下鉄交通広告会

日本能率協会

福岡未来創造プラットフォーム

日本公認会計士協会

片田江
シニアマネージャー

明星和楽 2021　これからの働き方と生き方　
～民間と行政で考える未来の街づくり～

平山
FLaP センター長

にっぽん D2C 応援委員会

九州大学ロバート・ファン / アントレプレナーシップ・センター

九州大学

地域企業連合会九州連携機構

国連ハビタット福岡本部、㈱ T ＆ S

ヘルシンキビジネスハブ

経済情報番組 SPEEDA トレンド #6
『スマートシティで⽇本を変えるⅡ - 新時代の " まち " を創る開拓者のリアル -』

㈱ユーザベース

12 月 17 日

1 月 18 日

1 月 24 日

2 月 2 日

2 月 3 日

2 月 18 日

2 月 21 日

2 月 26 日

3 月 11 日

3 月 15 日

3 月 17 日

3 月 17 日

石丸事務局長

石丸事務局長

石丸事務局長

石丸事務局長

石丸事務局長

石丸事務局長

德永マネージャー

石丸事務局長

石丸事務局長

福岡エレコン交流会

Healthcare Innovation Challenge in 九州 2022

JHVS 2021 シンポジウム

KYUSHU　NEXT2021

麻生塾 GCB Ⅲ

Startup Conference CALLING vol.3　プレイベント『FOR CALLING』

NEC 役員塾

Startup Conference CALLING vol.3

Startup Conference CALLING vol.3

2022 年

国際金融機能の誘致に向けたフォーラム　
～ FUKUOKA CITY Aiming to Becom A Global Financial City ～

D2C  SUMMIT 2022　「D2C で社会課題を解決する！
SDGs を数値化する意義と地方創生」

片田江
シニアマネージャー

橋本
シニアマネージャー

橋本
シニアマネージャー

福岡エレコン交流会事務局

福岡市

厚生労働省

にっぽん D2C 応援委員会

九州経済連合会

麻生塾

日本電気㈱

Fukuoka Growth Next

Fukuoka Growth Next

九州経済産業局、九州ヘルスケア産業推進協議会（HAMIQ）、　 九州オープンイノベーション
センター（KOIC）、Healthcare Innovation Hub 事務局

10/22 未来デザインフェス登壇の様子 ( 大井事務局長補佐 )

Healthcare Innovation Challenge in 九州 2022 フォーラム
登壇の様子 ( 片田江シニアマネージャー )

経済情報番組 SPEEDA トレンド #6『スマートシティで⽇本を変
えるⅡ - 新時代の " まち " を創る開拓者のリアル -』収録の様子

（石丸事務局長）

Startup Conference CALLING vol.3 リアル会場
（橋本シニアマネージャー））

Startup Conference CALLING vol.3　プレイベント
オンライン（德永マネージャー）)

Fukuoka Growth Next
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チーム福岡の新会長に九経連の倉富会長

「チーム福岡」新会長に倉富氏を選出 ” 国際金融拠点 ” 目指す

” チームフクオカ ” 総会　国際金融機能誘致「地域経済の活性化」図る

国際金融機能誘致へ着実に成果「チーム福岡」が報告

国際金融機能誘致へ九州に会員企業拡大　チーム福岡、新会長に倉富氏

「チーム福岡」新会長に倉富氏

「チーム福岡」新会長に倉富氏　―九経連会長―

メディア掲載実績
4 月 1 日

4 月 15 日

4 月 17 日

4 月 21 日

4 月 21 日

4 月 22 日

4 月 22 日

4 月 22 日

4 月 22 日

4 月 22 日

4 月 23 日

4 月 24 日

4 月 25 日

4 月 27 日

4 月 27 日～

4 月 30 日

5 月 3 日

5 月 18 日

5 月 18 日

5 月 18 日

5 月 19 日

6 月 14 日

6 月 14 日

6 月 14 日

6 月 14 日

6 月 14 日

6 月 14 日

6 月 14 日

6 月 14 日

6 月 15 日

6 月 15 日

6 月 15 日

6 月 15 日

6 月 15 日

6 月 16 日

6 月 17 日

2021 年 ふくおか経済

電波新聞

西日本新聞

日本経済新聞

朝日新聞

西日本新聞

朝日新聞

読売新聞

日本経済新聞

産経新聞

西日本新聞

西日本新聞

西日本新聞

日本経済新聞

西日本新聞

西日本新聞 me

西日本新聞 me

西日本新聞

産経新聞

読売新聞

日本経済新聞

NHK

FBS

KBC

TNC

RKB

西日本新聞

日本経済新聞

朝日新聞

西日本新聞

毎日新聞

日本経済新聞

朝日新聞

産経新聞

読売新聞

日本経済新聞

自動運転小型バス実証実験　公園内特設コースを自律走行

福岡市　今回は応募せず　スーパーシティ構想　秋以降に再検討

福証に超高速取引業者　月内にも誘致　売買活性化狙う

金融 2 社　福岡に進出　高速株取引と資金調達支援

「世界に認められる都市に」チームフクオカ総会　今後の方向性を確認

金融関連 2 社　福岡に拠点へ　産官学が誘致

金融 2 社　福岡に進出　高速株取引と資金調達支援

国内外 2 社　新たに誘致「チーム福岡」超高速取引業など

福岡・国際金融都市構想でシンガポール企業など拠点設立

金融２社、福岡市に進出　シンガポール、東京から　チーム福岡が誘致

電動キックボード、ヘルメット無しの運転実験へ

福岡市で FDC 総会 21 年度事業計画策定　特区活用など柱に

「STI 政策シンポジウム」民力活かし地域に価値

コロナ下の胎動　追跡天神ビッグバン（上・中・下）

「法律やルールは変えられる」まちづくりのプロ、九大生に指南

福岡を「持続可能なまち」に　コロナ禍、再開発…九大生が将来像議論

フィンテック協と福岡県が連携協定

福岡県、フィンテック協会と協定　国際金融機能誘致へ

県、フィンテック振興へ　協会と自治体　全国初の協定

福岡県、「フィンテック協会と連携協定　外資誘致めざす

職域接種を推進へ福岡市で医療従事者など紹介の支援窓口開設

職域接種の実施を支援　福岡市がサポート窓口

「職域接種」推進…福岡市に産学官連携サポート窓口

" 職場接種の相談 " ホームページで 14 日から受け付け 福岡市

福岡市が職域接種を支援へ　全国初、市と産学官のチーム発足

福岡市、職場接種で中小連携など支援　相談窓口を開設

職域接種で企業同士をマッチング　福岡市がサポート窓口

職域接種支援　産学官が連携　福岡市「最速の挑戦続ける」

職域接種サポート　会場運営など　福岡市が窓口設置

職場接種の相談窓口　福岡市・ＦＤＣ　中小の連携も支援

福岡市中小企業の職域接種支援

福岡市など職域接種にサポートチーム

職域接種 サポート窓口　医療従事者や会場手配

中小の職域接種 自治体も支援　

福岡市　ワクチン職域接種　支援チーム発足　専用サイトで企業や大学からの相談応じる

特集「国際金融機能誘致」TEAM FUKUOKA  
「東京、大阪とは異なる国際金融ハブ機能に」FDC・石丸事務局長「熱意と機運の高さ実感」

6 月 22 日

6 月 22 日

読売新聞

Kbcnews

ホテルや工場　職場接種　中小場合同で行政支援で加速

加速　ワクチン接種　企業などをマッチング

世界経済フォーラムと国際官民連携ネットワーク Apolitical 
が主催する「破壊的変革を導く世界で最も影響力のある 50 
人『Agile50』」に、事務局長石丸修平が選出されました

Kbcnews「ワクチン接種企業などをマッチング」
のニュース映像　2022 年 6 月 22 日放送　

西日本新聞 
2021 年 11 月 29 日朝刊掲載

【特集】福岡はすごい！「政令市の人口増加数・率で連続トップの福岡市、その要
因と戦略とは。」

NewsPics を運営するユーザーベースの稲垣裕介代表に地域経済を活性化させるた
めの戦略を聞く

【在庫ロス削減】のむヨーグルト「伊都物語」の工場で AI を活用した生産計画自動
作成サービスの実証実験を開始

7 月 9 日

8 月 21 日

8 月 30 日

西日本新聞

ファンファン福岡

西日本新聞

合同接種、３万人対象　福岡市や福岡商工会議所　楽天と連携

福岡は「国際金融機能誘致」で、第 3 極の世界モデル確立を目指す！

「もう一度、最初から洗ってください」AI が手洗い判定

9 月 3 日

9 月 5 日

10 月 28 日

フクリパ

サンデーウォッチ

西日本新聞 me

11 月 4 日

11 月 4 日

11 月 4 日

11 月 4 日

11 月 5 日

11 月 5 日

11 月 5 日

産経新聞

RKB

TVQ

KBC

西日本新聞

日本経済新聞

読売新聞

11 月 18 日

11 月 18 日

11 月 24 日

11 月 24 日

11 月 28 日

11 月 29 日

読売新聞

renew

西日本新聞

日本経済新聞

西日本新聞 me

西日本新聞

FDC と㈱ナカダイが連携し、福岡市内にある公民館へ消毒液
スタンドを寄贈

福博 5 協議会、コロナ後の街づくり議論　「環境」「多様性」
キーワード

正しい手洗い AI が判定　福岡で実証実験感染予防へ

石丸修平さんに聞く、発展著しい天神のこれからの可能性。

飯塚市　ブロックチェーン宣言

福岡県内飲食店　接種証明で特典

「多くの人が共創する場を」福岡で産学官民つなぐ旗振り役

アジャイル 50 に選ばれた石丸修平さん

福岡県飯塚市、ブロックチェーン活用の行政文書電子交付に
関わる実証事業を発表

11 月 9 日 西日本新聞 me

11 月 9 日

11 月 13 日

西日本新聞 me

西日本新聞 me

12 月 14 日 新しい経済
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6 月 9 日　  ㈱日本経済研究所
8 月 11 日　 広島都心会議
11 月 9 日    建設経済研究所
12 月 2 日　日本能率協会

2022 年

後援事業一覧
5 月 6 日      令和３年度都市セミナー	

5 月 21 日    凸版印刷 co-necto 2021	

7 月 27 日    海外ビジネス EXPO2021 福岡	

8 月 21 日    2021 年度　全国高校生ビジネスアイデアコンテスト～ SDGs：未来を作るチカラ～	

8 月 26 日    2021 年度　学内ビジネスプランコンテスト～ＳＤＧ s：一人の未来は世界の未来～	

10 月 5 日    第２回　九州サイバーセキュリティシンポジウム	

11 月 7 日    うきは古民家で学ぶ SDGs ワーケーション Feat. 九州経済連合会

共催事業一覧

1 月 12 日　国際金融機能の誘致に向けたフォーラム　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2022 年

2021 年

2022 年

視察受け入れ一覧

福岡アジア都市研究所

凸版印刷㈱

日本経済大学

日本経済大学

うきは福富古民家まちづくり協議会

福岡市

Designing Better Life - ヘルシンキと日本を結んで - ヘルスケアの向上を実現する革新・AI を利用
した教育の再考

Helsinki Partners (Helsinki Business Hub, Health Capital Helsinki, 
Health Incubator Helsinki, Helsinki Education Hub)

メディア掲載続き

1 月 6 日

1 月 19 日

1 月 25 日

西日本新聞

北海道新聞

財界九州

防災情報県境超え共有　道州制に代わる広域連携　
「コロナ機に必要性意識」

強固な官民連携　「世界目指す」共通目標

エリアリポート飯塚市は産官学による " ブロック
チェーン推進 ” を宣言

福岡市、国際金融都市へ着々　課題は海外への投
資拡大　

2021 年

　　　年 年頭所感

2022 年の年頭にあたり、謹んでご挨拶申し上げます。
日頃より福岡地域戦略推進協議会（FDC）の活動に対し、ご理解と格別
のご支援を賜り厚く御礼を申し上げます。

昨年は新型コロナウイルス感染症による影響が続く中で、社会経済トレ
ンドの変化や新たな生活様式（ニューノーマル）などが徐々に見え始め
た一年でした。新型コロナウイルス感染症が飲食、宿泊、流通、製造、
運輸など幅広い業種に大きなマイナスの影響を与える一方で、自粛・巣
ごもりなどにより生じた消費行動の変化は、新たな市場の創出やビジネ
ス機会の提供につながってきています。我が国ではワクチンの普及に伴い経済復興に向けた活動が活発になっ
てきていますが、治療薬の普及にはまだ時間を要すると考えられ、With/After コロナ時代はしばらく続くこ
とが想定されます。

昨年 7 月には、一年遅れで悲願の東京オリンピックが開催されました。新型コロナウイルス感染症の影響に
よる無観客開催など、深刻な状況を内外に示す結果となりましたが、コロナ禍での開催はパンデミックに立ち
向かう意志を我が国から発出する機会となりました。海外に目を転じると、米中関係はより複雑な国際関係を
もたらし、岸田政権の発足に伴い新たに経済安全保障の担当大臣が設置されました。台湾有事などが想定され
る中で、政府は熊本県に世界最大の半導体製造企業 TSMC の誘致を成功させましたが、九州はこの機会を捉え、
地域を超えたオープンイノベーションの実践に繋げていくことが求められます。

世界は第４次産業革命によるデジタルトランスフォーメーションがとてつもないスピードで進展し、企業間格
差、さらには国家間格差の拡大をもたらしています。環境問題や高齢化をはじめとする地球規模の課題を踏ま
えて、各国で様々なソリューションが次々に生まれてきていますが、その担い手としてのスタートアップ企業
の存在は益々大きなものとなってきています。我が国においても、課題解決につながる最先端の技術開発や新
たな付加価値をもたらすビジネスモデルを通じたイノベーションを創出し、それを受け入れ社会に実装してい
く柔軟な政策立案と実施が求められます。

昨年 10 月、FDC は世界経済フォーラム Global Future Council on Agile Governance と国際官民連携ネットワー
ク Apolitical が主催する、アジャイル・ガバナンス（時代に合ったルールの機動的なアップデート）の実現に
尽力した世界の公共部門リーダー 50 人「Agile50（アジャイル 50）」に選出されました。Agile50 では、硬直
した官僚主義から脱却しアジャイル・ガバナンスの推進に向けて、「未来志向」「産業志向」「多様な連携」「国
際性」「イノベーター志向」「市民中心」が重要と述べています。FDC はこれらをベースとして、①地域経済
主体の対応力強化のための基盤形成、②情勢の変化を踏まえたアジャイルな政策策定、③新たなニーズを捉え
た事業のイノベーションを産学官民が総力を結集して推し進めていく所存です。

2022 年は「変革」の年と位置付け、新たな「FDC」を皆様にお届けするため、職員一同精一杯の努力を行っ
てまいります。一層のご理解とご支援を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

福岡地域戦略推進協議会 事務局長　石丸修平

※この年頭所感は、2022 年 1 月 1 日に FDC ホームページに掲載したものです

2022

福岡地域戦略推進協議会（FDC）事務局長　年頭所感

2 月 9 日      朝倉復興支援　あさくら杉おきあがりこぼし展 2022

2 月 9 日      海外ビジネス EXPO2022 福岡

12 月 17 日

㈱ Resorz

九州セキュリティシンポジウム実行委員会

朝倉復興支援　あさくら杉おきあがりこぼし展実行員会
㈱ Resorz

北海道新聞 
2022 年 1 月 19 日朝刊掲載

1 月 29 日

1 月 28 日

2 月 4 日

西日本新聞

RKB

河北新報

博多港ウォーターフロント再整備　
推進協が将来像示す　自然を感じる憩いの場に

“ 環境変化 ” 踏まえ 産学官で新提案　福岡都心
ウォーターフロント再開発

「西の雄」福岡に追いつけ！
企業経営者ら「成長会議」設立

小城市観光客誘致へ連携　３社・団体と協議会設立

産学官でシンクタンク　仙台の企業団体、年内にも

デジタルヘルスの新潮流、課題山積の地方がベンチャーの「ふ化装置」に　 

2 月 13 日

2 月 15 日

3 月 3 日

佐賀新聞

日本経済新聞

日経クロステック

１月 25 日 産経新聞

視察受け入れ、共催・後援事業

2021 年
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